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台 所 と 衛 生

大 食 三  回 生

 一般社会に於ける,衛 生教育が発達 して来ている今

日,日 常生活に於いて必要な衛生知識は相当普及して

いるはずである。しかし日常生活に於いて果 してその

知識が正 しく,完 全に実践に移されているだろ うか。
``食品衛生学

"の 中で大腸菌検出の意義についての講

義を受けた時,ク ラスの中の一一人がなげかけた この疑

問はいつか々の台所 と衛生 と題す る,展 示発表にまで

発展していつたのである。

 文化祭に於け る展示発表は一般主婦を対象にした。

消化器伝染病の予防の一法 として,食 品,食 器具の洗

浄の徹底を啓蒙する事を 目的 として,内 容を次の様に

分類 して研究を進た。

 1,大 腸菌検出の意義 と消化器伝染病の予防にっい

  て,

 2,市 販されている食品の大腸菌

 3,中 性洗剤について

 4,洗 浄効果

 5,手 と衛生

 これ ら各々について我 々の行つた実験 と,そ の結果

そ してそれらの考察を簡 単に ここに述べてみる事にす

る。

   1 大 腸 菌検 出 の意 義 と消化器 伝

     染病 の予 防 に つい て。

 我 々はすべに食品衛生に於いて大腸菌検出の意義に

ついて講義を受けた。ここではその内容から,消 化器

伝染病の予防の基本理論を導 き出して解説する事に努

めた。即ち大腸菌そのものは,病 原性はないし危険な

ものではないが,大 腸菌が検出され るとい う事は糞便

的汚染のある事を示す。糞便的汚染のある事は,消 化

器伝染病の病原菌の存在を疑 う必要のある事を意味す

る。何故なら,消 化器伝染病の病原菌 もその大部分が

糞便 と共に排 出されるからであ る。 この事から消化器

伝染病即ち,赤 痢,腸 チフス,パ ラチフス,急 性灰白

髄炎,食 中毒等の予防の第一歩は糞便的な汚染を避け

る事であることを,強 調 し,そ の具体的方法には,伝

染病の媒介となる,鼠 族,昆 虫の駆除 もさることなが

ら,食 品食器具の消毒洗浄が肝心であることを特に強

調 した。

 消毒 といえば,煮 沸消毒が最 も完全な方法であ るが

物に よっては不適当な ものもあ り,薬 品消毒では,食

べ物に関係するものは,毒 性が強すぎた り,臭 がつい

た り,又 は品質をそこねた りす る場合 もある。これら

の消毒には,簡 単に 耐 え る虫卵や,細 菌の分泌する

毒素もある。最近は これらの難点を解決 して,中 性洗

剤が出現 し,す でに相当利用されて来ている。中性洗

剤の普及は厚生省や,日 本食品衛生協会 も推奨してい

るほ どで,殺 菌力は全 くないが,そ の洗浄効果はすば

らしく,水 洗法のみによつ て,被 洗体に残 された大腸

菌を95°0まで除去するから,殆 ん ど殺菌に等 しい力を

持つているわけである。この中性洗剤の使用が完全に

行われていれば,消 化器伝染病は相当予防され るとい

う事にな る。

    市販 され て い る食 品 の大 腸 菌

 ここでは市販されてい る食品の中,買 つてす ぐに食

る食品を,約20種 選び,そ れぞれを遠藤培地とEMB

培地にて培養し,大 腸菌を検出し,そ の シヤー レを

陳列 した。遠藤培地 もEMB培 地 も大腸菌の分離確認

培地であつてこれにはえた菌に よつて,確 実な大腸な

の量を知る事は出来ないが,コ ロニーの出方によつて

大体の量は見当がつ く。 この実験に よつて分つた こと

は,市 販 されている食晶の中,包 装されているものに

は,大 腸菌は全 く見られないが,又 はあつても非常に

少いが,包 装されていない もの,又 は包装から0且 取

り出して手を加えて販売 された ものにはかな り多 くの

大腸菌が見られる。例えば袋入 りハムは全 く検出され

ないが,切 り売 りの方では,非 常に多い。又袋入 りパ

ンとサン ドイッチの比較についても,同 じ結果が見ら

れる。又 この他,非 常に手を加え る事の多い食品,例

えば生菓子,さ しみ,す し等はおびただしい大腸菌が

検出され,又 店頭でむき出 しにされた り,不 完全な容

器に入れて売られているもの,例 えば,佃 煮,生 菓子

類等にはかな りの大腸菌がみられ る。

 ここで考えられる事は,い ずれの食品でも製品 とな

つた後の取扱いに注悪を要す る事である。我々の選ん

だ食品は材料(す し,生 菓子)の 又は原料(ハ ム,パ

ン等の)が 加熱 されてい るものが大部分であるら原料

についていた大腸菌は殆ん ど全滅 して い るは ずであ

る。従ってこれらの食品か ら大腸菌が検出され るのは

売出前に製品に手を加え る場合に,手 や器具が糞便的

汚染を うけていた とい う事にな る。

 勿論前述の様に大腸菌その ものは危険な,も のでは

ないし,大 腸菌附着を全 くさけ る事は今の ところ不可
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能であるか も知れない。 しかし,消 化器伝染病予防上

特に大衆を相手にす る食品業界には糞便的汚染を少で

も避ける努力が是非 とも必要である。我々は このこと

を単に業界関係者のみならず,一 般家庭の主婦にも大

いに認識 してほ しい と思 うのである。公衆衛生の発展

の為には一般の認識が高まることが要求されるのは当

然であるから。

     3 中性 洗 剤 につ いて

 1, 2に おけ るそれぞれの結論は"消 毒と洗浄の必

要"と い う事になつた。しか も前述の様に中性洗剤の

使用が理想的であ る。最近は中性洗剤が一般家庭に普

及 して来ているが,な ぜ中性洗剤が理想的なのか,又

その正 しい使用方法,等 は,案 外知られていない様で

ある。 こNで は洗剤が 中性である事の必要な理由と,

洗浄作用を化学的にわか りやす く説明し,合 せてその

使用上の注意を説明 した。即 ち中性である事が必要な

のは,日 常 用いる食器具や,食 品がほ とん ど中性に近

い状態になつているため,石 けんの様にアルヵ リ性に

片寄つていたのでは,品 質がそ こなわれる か ら で あ

る。洗浄作用 としては,浸 透作用,吸 着作用,分 散作

用,乳 化作用の4つ をあげた。使用上の注意 として,

不必要なほど多 く用いない事 と,泡 をたてない様に洗

う事をのべた。必要以上に使 う事は,無 駄なばか りで

な く,泡 がたちす ぎて,洗 浄効果を低下 させる。泡そ

の ものは,中 性洗剤の最 もす ぐれた作用の一つである

浸透作用に反する。つま り,泡 はそれ自身 より小さい

穴には入らないからであ る。昔から泡のたつのが良い

石けんだ と思われていたためか,こ の点については特

に主婦の質問が多かつたので,そ の際の説明として,

前述の事の他に,泡 は,洗 剤溶液の濃度 と疲れを知る

のに必要であ る事を付け加えた。それに,洗 浄後は,

なるべ く布巾で拭かない方が よいとい う注 意 も添 え

た。後述の実験でも実証され るが,布 巾はかな り糞便

的汚染を うけている。さらに逆性石けんについても使

用上の注意 として必要な点だけ若干ふれておいた。逆

性石けんには,洗 浄効果は全 くない,純 然たる消毒薬

で,し か も消毒力のあるのは①のイオンであつて,θ

の イオンが洗浄力を もつ洗剤 とは,電 気的に逆になつ

ているので,逆 性石けん とい うのである。従つて,石

けんや,中 性洗剤 と同時に用 いると両者が電気的に中

和 して,両 方ともそれぞれの効果を失つてしま う。

 尚,今 回の展示には,そ の説明を省いたが,中 性洗

剤は原料のちがいによ り,二 つに大別され る。即ち高

級アル コール系 と,石 油系である。前者は椰子油や牛

脂,鯨 油等,動 植物油を原料 としてお り,後 者は石油
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を原料 とした,ア ルキルペン ソールスフオン酸の塩で

あ る。前者は若干臭いが残 りやすいため,一 般に市販

されているのは,後 者の方が多い様である。又石油系

の ものを主材料 とし,こ れに高級アル コール系のもの

を加えて作つた ものもある。いずれにしろ,こ れらは

アニオン界面活性剤で,次 の様な化学式を もつ。

 高級アル コー系 ROSO3Na-→ROSO3-+Na+

石油系R⊂>S・ ・Na-R<⊃

                SOa-十N3十

これらが中性であるのは,強 酸 と強塩等 との化合物で

あるため,水 に溶解した とき,石 けんの様に加水分解

がおこらないためである。最近は これらアニオン活性

剤の他に水に溶けてイオン化 しないもの,つ ま り非イ

オン界面活性剤が中性洗剤として市販 されている。

至ケ±1ご累R〈 _〉 ・(CH・CH・)nH

           /CH2CH24H アルキール       RCON
           ¥CH2CH20H アーマイ ド

これ 等の非イオン界面活性剤 も前述の中性洗剤 と同じ

様な作用をもつ。

4 洗浄の方法とその効果

 さてそ こで,実 際に中性洗剤を用いた場合 と,水 の

み,湯 のみの,数 種の器具,食 品に対する洗浄効果を

実験 した。

 この実験には,分 光光度計を用いて,そ れぞれの洗

液の濁度を計 り,そ れらの洗液 より大腸菌 を 培 養 し

た。

ま矧 布巾随 リン ゴ ブ ドウ キヤベ ッ

中蹴 剤20.4…i8…23.5119.124.4

湯 ・3.・22.・18.3 12.7

水13.・1・ ＄.527.・15.9・7.37.・

 (但 し布 巾の中性洗剤の濁度数を100と する。)

 これによつてV中 性洗剤の効果が,非 常に大きい事

が実証 され る。それぞれの洗液を培養した培地上では

大腸菌の量は,濁 度の差ほ ど明確な差は見られなかっ

たが,や は り中性洗剤溶液中に多 く見られ る事は確か

である。

 又 ここに,平 田教授 と4回 生佐 々木氏に よる実験の

写真を展示した。 これは トマ トの表面を洗浄 した洗液

を培養 して,大 腸菌を検 出した もので,ト マ トを水で

一回洗つ場合,二 回洗つた場合,中 性洗剤の0.5%溶

液で洗つた場合,中 性洗剤溶液で洗つた ものを水で洗

つた場合,と 分類 した ものである。 これに よると,水
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のみでは,も ちろん二回洗いした洗液の方が一一回洗い

よ り多 くの大腸菌を含むが,ほ んのわずかである。 と

ころが中性洗剤の洗液中には,培 地が一面に コロニー

で塗 りつぶされ るほ ど大腸菌が見られ,中 性洗剤で洗

つた後 トマ トを洗つた洗液(水 のみ)に は全 く大腸菌

が見られない。 これに よつて中性洗剤の効果はすばら

しいものであることが実証 される。

     5 手 と 衛 生

 以上,洗 浄を中心 として述べて来た ものの中には,

食器や食品を中心にして来たが,た たに,そ れらと並

んで"手 、、が消化器伝染病の重要な伝染経路の一つで

あ り,食 智衛生 とは切 り離せないことか ら,"特 に手

と衛生、、とい う題 目を置いて,二 三の実験や調査例を

示 し,手 洗の実行を強調 した。手洗の実行は一般家庭

に於いてのみならず,飲 食業を営む人 々に,公 衆衛生

の立場から,特 に大切である事はい うまで もない。と

ころが,手 洗いは,割 合に,い いかげんにしか行われ

ていない。その=.実 を一例に見るのが,次 の調査の表

である。

(京都市内某百貨店におけ る顧客の トイレッ トでの手

洗の実態調査)

も

 ところで,手 が糞便的汚染を うける最 も大きなチヤ

ンスは、用便後である。次の表は,平 田教授が自ら実験

されたものであ るが,日 頃無神経に使つている トイレ

ッ トペーパーの枚数は何枚 くらい必要かを,改 めて知

るに よいデーターであるので,我 々は今回展示させて

頂いたのである。

(用便直後に,大 腸菌が何枚程度のチ リ紙を通つて手

に付 くか。)
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一・般 家庭 婦 人 用

用チ リ紙  チ リ 紙
トイ レ ツ

ペ ー ハ ー

水 鞭16-8枚1・ ・-26枚i 4～6枚

粘 液 便 5^-8 8-26 3

普 通 便 3^-5  ・ 2

 近頃公衆用の トイレッ トに も洗剤が取 りつけてある

が,上 の実態調査の表か らもわかる通 り,あ ま り利用

はされていないだろ う。一般家庭で も,水 か湯のみに

よる場合が多い。すでに食器,食 品に対する洗浄効果

の実験によつて洗剤の使用は,非 常に有効である事が

わかつたが,こ こに,手 について,流 水,湯,石 けん

中性洗剤に よる洗浄効果を実験 したのが,次 の表であ

る。

 ここで,石 げん よりも中性洗剤の方が,効 果が良好

である事実が見 られ る。

(手洗前の手についてい る細菌数を100と した場合,

各方法による手洗後の手に附着している細菌数)

手 洗 方 法1流 水1湯 石けん1洗 剤

手洗後の細菌数 37 13i 6i・

日本人は,欧 米人に比較 して,洗 剤の使用量がはる

かに少いと言われているが,石 けんか,中 性洗剤を用

いる事を,今 後,大 いに r一にすSめ る必要があると

い う事は,こ の実験か らもうなづける。

 以上我々の一般主婦を対象に した展示は,不 充分な

点が多 く目的 とするところを完全に課せなかつたが,

我 々自身に とつて得 るところは大であつた事を確信し

ている。我 々の行つた研究は,さ して学問的といえる

ほ どのものではない。一般に も常識として知られてい

る事である。しか し,常 識であつても,必 ずしも実践

の場に健全に生か されていない。故に我 々は,こ の現

実の中に 目をおいて,こ れからの学習の目的を定めな

ければならない事を今回の研究を通して改めて痛感し

たのである。

 尚最後に,今 回の研究に当 り,格 別の御指導頂 きま

した平田教授,並 びに,ス ポンサーとして誠意の こも

つた御協力 と御授助を頂 きました,第 一工業製薬株式

会社に対 し,厚 く御礼申し上げます。


